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生成AI活用に向けて

２０２２年１１月 ChatGPTが発表されて以降、日本においても生成AIに対する関

心が急速に高まっています。専門家だけでなく、一般の人にも使えるツールとして、

企業の情報と連携して業務の自動化・効率化を促進できるツールとして多くの企業

の関心が集まっており、既に一部の企業では実際の活用も始まっています。

しかし、多くの企業では、AIに対する理解不足、人材不足、ノウハウの欠如という課

題の中、生成AI導入に慎重になっている企業も多いのではないでしょうか？

今回のYamaichi Magazine では、生成AIについてご紹介してまいります。

生成AI活用へ向けて考えていただく切っ掛けとなれば幸いです。

はじめに



生成AIとは、「Generative AI：ジェネレーティブAI」とも呼ばれ、さまざまな

コンテンツを新たに生成できるAIのことです。従来のAIが決められた行為の

自動化が目的であるのに対し、生成AIはデータのパターンや関係を学習し、

新しいコンテンツ（テキスト・画像・動画・音声…等）を生成することを目的とし

ています。

また、生成AIは、専門知識のない一般の人でも比較的容易に利用できる点が

従来のAIとの大きな違いとなっています。

1. 生成AI とは

◇ 生成AIの仕組み

生成AIが新しいコンテンツを生成するのには、大量のデータを学習すること

が必要です。「ディープラーニング」といわれる手法でAIが自ら学習したデー

タをもとにAI自身が新たなコンテンツを生成できるようになります。

(ディープラーニング)



◇ 生成AIの代表的なサービス例

生成AIの代表的なサービスをまとめました。
一般ユーザーでも利用可能です。 （一部有料サービスあり）
※この他にも多くのサービスが発表せれています。

テキスト（文章）生成

「プロンプト」と呼ばれる文章を送信すると、自動的にテキストを生成

⚫ ChatGPT （OpenAI社）

⚫ Gemini （Google社)

⚫ Microsoft Copilot （Microsoft社:画像生成対応）

画像生成

テキストで指示すると、イメージに近いオリジナル画像を生成

⚫ Stable Diffusion （Stability AI社）

⚫ Midjourney （Midjourney社）

⚫ Adobe Firefly （Adobe社）

音楽生成

音声入力やテキスト入力によって新たな音声を生成

⚫ MusicLM （Google社）

動画生成

テキストで指示したイメージに近い動画を生成

⚫ Sora （Open AI社）

チャットボット

チャットでの質問に自動で返答を生成

⚫ PKSHA Chatbot （PKSHA Technology社）



2. 生成AI のメリット・デメリット

◇ 生成AIを企業で活用するメリット

多くのビジネス現場で活用が始まっている生成AI、次のようなメリットがあると言わ

れています。

• 作業の大幅な効率化・品質UP

• アイデア創出につながる

• 顧客満足度の向上

文章や画像などのコンテンツ制作作業を、生成AIで自動化できるため、大幅な作

業時間の短縮、生産性の向上に貢献できます。

アイデア出しの場面でも、AIが学習した大量のデータを基に、優れたアイデアの発

想につながる回答を導き出します。

また、顧客の嗜好・行動履歴などを分析し、パーソナライズされたコンテンツやサー

ビスを提示する事で、顧客満足度の向上が期待できます。

◇ 生成AIを企業で活用するデメリット

ビジネス現場における生成AIの活用にはデメリットもあります。

• 著作権や商標権を侵害するリスクがある

• ハルシネーション(もっともらしいうそ)が発生する

• 情報漏洩リスクが高まる

• 適切な指示を与えるのが難しい

これらのデメリットは、生成AI活用時の注意すべきポイントです。導入前にそれぞ

れの要素を検証し、現状の環境やリソースで対応可能か否かを見極める事が必

要です。



3. ビジネス活用例

実際のビジネスシーンでの生成AIの活用例（一例）をご紹介します。生成AIは効率
的でクリエイティブな仕事の進め方を実現します。

1. 社内FAQ・顧客照会応答の自動化

社内マニュアルや商品説明書、過去のFAQ履歴などの情報をデータベース化し、生

成AIに読み込ませることで、生成AIが自動で最適な回答を返すことができます。社

員は、より専門的な業務に集中できるようになり、お客さまの満足度向上にも寄与し

ます。業務効率化と顧客サービスの質の両方を高める有効な手段となります。

2. 会議・商談のテキスト化と要約

会議や商談の録音データを生成AIに与えることで、文字起こしを自動化でき、膨大な

時間と手間を省くことができます。

さらには、会議内容の要約や分析を行なうこともできます。会議内容から次のアク

ションプランを提案してもらうことも可能となります。

3. 企画書・契約書などのビジネス文書の作成

提案書、契約書、稟議書などの作成において、生成AIにテーマや課題を与えるだけ

で、必要な要素を抽出し、自動で草案を作成するできます。

生成AIを活用すれば、ビジネス文書の作成プロセスにおけるスピードアップと品質向

上を実現でき、企業の生産性向上に貢献します。

4. プログラミングにおける活用

生成AIの進化により、プログラミング言語に不慣れな方でも、簡単に自分のアイデア

をプログラムで実現できるようになします。「これを実現したい」と指示すれば、適切な

コードを返してくれます。生成AIは、プログラミング作業のハードルを下げ、開発プロ

セス全体の高度化を実現します。



生成AIを利用する際は、AIに入力するデータの取り扱いに十分留意する必要があり
ます。サービス提供社に利用されたり、他のユーザーへの回答（出力）に使われるリス
クがあるからです。個人を特定できる情報や企業の機密情報などを含む入力は避け
ましょう。

4. 生成AI活用にあたって注意すべきこと

生成AIサービスは上手く活用すれば非常に有効ですが、生成AIの限界や注意
しなければいけない点を十分に理解する必要があります。

※参考(一社) 日本ディープラーニング協会「生成 AI の利用ガイドライン 」第 1 版

情報の正確性に注意

個人情報・機密情報漏洩に注意

生成物の権利侵害に注意

生成AI導入・活用におけるリスク回避においては、社内でのルール策定が有効な対策
となります。日本ディープラーニング協会が公開している、企業や組織における生成
AI活用で留意すべき点をまとめた「生成AIの利用ガイドライン」を参考に最適な社内
ルールを作成できます。

生成AI には ハルシネーション（幻覚）という弱点があり、 架空・虚偽の情報をあた
かも実在のものとして回答することがあります。生成されたコンテンツは、確実な情
報源を基に必ず ファクトチェックを行いましょう。

生成AIからの生成物が既存の著作物と同一・類似している場合、当該生成物を利用
することで権利侵害となる可能性 があります。

ガイドライン策定



5. 中小企業における生成AI活用

＜出典：東商けいきょう2023年4-6月期＞

東京商工会議所が2023年5月に実施した会員中小企業への調査では生成AIの活用
状況について、「活用している」と回答した企業の割合が5.7%、「現在活用していない
が、今後活用を検討している」は29.6%となりました。生成AIを「活用している」と回答
した企業では、「コンテンツ作成・校正（社内外向け文書、メール・挨拶文等）」に活用して
いる企業が最も多く57.1%となりました。

現状の生成AI サービスは、 経営者層であれば、事業等のアイデア出しや情報収集な
ど経営判断の支援ツール として、 従業員では、業務効率化や営業強化のツールとして
有効活用 すれば、経営課題解決に役立つ有力なツールとなります 。また、今後もAI技
術の発達と生成 AI の導入・活用が進めば、企業経営の在り方 や事業・雇用 環境の
変化も大きなものになると考えられています。

中小企業の経営・業務への影響

中小企業の活用状況



＜出典：東京商工会議所：中小企業のための「生成AI」活用入門ガイド＞

①製造業（理化学機器）、従業員10 人

◼ 用途
• 課題解決や付加価値、新規開拓などの情報収集・アイデア出しに活用。新規市場

の例や市場規模、特定の企業の事業内容など自分では思いつかないような提案
がなされる。単純なウェブ検索と違い、対話できるところが便利。

• 仕入先・発注先発掘に活用。「寸法、素材などの条件に合う仕入先を探して」と聞い
たら、条件に近い実在の企業名が表示された。

• 誤った情報が表示されることはあるため回答を鵜呑みにせず、ヒント・糸口と割り
切って活用すべき。

◼ 課題
質問を掘り下げていくと、一定の深度で回答が止まってしまう。より深い議論・詳細
の情報が出てくるようになると良い。

中小企業の活用事例

②製造業（プラスチック）、従業員22 人

◼ 用途
• 2023年 4 月頃から、あいさつ文・お礼状の作成、類語の検索、英文の翻訳、ビジ

ネス・事業アイデアの考案等で活用している。製品設計のための計算にも使用した
ことがある。

• セキュリティの問題や回答に誤りが含まれている可能性もあるため、回答を鵜呑み
にしないことを前提に、アドバイザーとして使っている。

◼ 課題
これからの時代、検索力ではなく、質問力が問われる。より具体的に質問・指示を
することが重要であり、それによって回答の質も変わる。

③卸売業（スポーツ衣料）、従業員7 人

◼ 用途
• 2022年 11 月頃から会社全体で活用をスタート。WEB広告配信サービスのキー

ワード文の作成や、米国市場向けの SNS 運用においてたたき台となる英文を作
成し、 ChatGPT に SNS にふさわしいカジュアルな文章に変換してもらったり、
経営計画書の作成にあたってアイデア出し・抜け漏れのチェックに活用している。
今後は、 Stable Diffusion（画像生成 AI ）を使って、衣料品のデザインのアイ
デア具現化にも使っていきたい。

◼ 効果
ウェブ広告の業務では、今まで外注や社員に頼んで時間を掛けて行っていたもの
が、数十分という短時間で実施できるようになり、費用節減・生産性向上につな
がった。



6. Microsoft copilot

Copilot for Microsoft 365は、「ChatGPT」をベースにOfficeアプリケー
ション（Word、Excel、PowerPoint、Teams、Outlookなど）にアドオンすること
で様々な業務をより効率的に行う事ができるMicrosoftの生成AIです。
文章や資料、データ作成を自動化でき、作業効率を上げることが可能です。

Copilot for Microsoft 365で日々のお困りごとを解決！

Teams        ：会議内容を自動要約・議事録の自動生成

Outlook      ：メールを自動要約・メール下書きの自動作成

Word          ：文章の自動生成・自動要約・翻訳

Excel          ：表やデータを自動分析・グラフ化

PowerPoint：プレゼン資料を自動生成・画像生成

Microsoft 365 Copilot 活用の注意点

① 個人情報・機密情報には適切なセキュリティ設定が必要

② 専門的な質問や複雑なタスクには対応できない場合がある

③ 生成コンテンツを業務に活用する場合はダブルチェック

Copilot for Microsoft 365 P1Y A (年契約年払) ￥53,964/年

注意）本サービスはアドオンですので単体での購入は不可となります。購入に際しては親ライセンス
（Microsoft 365 Business Basic/Standard/Premium、Office 365 F3/E1/E3/E5、
Microsoft 365 F1/F3/E3/E5など）が必要となります。

まずは、Copilot for Microsoft 365 から生成AIを体験しましょう

Microsoftホームページより
https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/
business/copilot-for-microsoft-365

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/
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